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基礎演習(伊吹ゼミ)の夏休みの課題           第 12 回 08/07/07 

・各自，現在の社会の問題を取り上げ，それについて調査研究し，レポートを書く． 

・テーマについては，最初の時間に話してもらったテーマと異なってもよい． 

・枚数は A4 用紙で 7～15 枚程度(表紙は不要) 

・出来るだけワープロを用いて作成すること． 

・参考文献については，3個以上用いること（新聞記事でもよい．この場合は新聞記事を切り抜い

て残しておくこと) 

・提出期限は，9月 17 日(水) 

・（手書き以外の場合にはファイルにて提出すること、メールに添付） 

構成は節に分けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  用語については，意味を理解して，分かりやすく用いる． 

(他の人が分かり難いと思われるときは説明する) 

  自分の言葉で書くこと 

自分の意見を必ず入れ，自分の意見と他の人の意見を明確に区別すること． 

  他の人の意見を引用するときは，誰の意見か，どこで発表されたものかを明示すること 

 

携帯のメールアドレスを変更したときは必ず知らせてください． 

タイトル 
                            氏名 

   序文（はじめに）・・・なぜ，このような問題を取り上げるのか？ 

   第 1節 (節のタイトル) 本文１・・・問題の論点，調査結果，問題解決の方法など 

   第 2節 (節のタイトル) 本文２・・・ 

     ・・・・・・・・ 

   おわりに・・・感想，次の展開，やり残したことなど 

   参考文献（引用文献）をしっかり挙げる． 

      著者名，書名（論文名），出版社，出版年など 
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昨年度(2007 年度)  課題レポートを読んでいて感じたこと 

共通の注意 

１．書籍・インターネットからの丸写しは極力少なくすること． 

２．また丸写しの引用の場合には「」などでくくって，引用部分であることを明示すること． 

３．文体は各章(各節)を通して，同じであること． 

４．グラフや表は出来るだけ，表計算ソフトなどを利用して自分で作成すること． 

５．問題を解決するにはどうしたらよいかを自分で考えてみること． 

６．Wikipedia からの引用の場合には項目名を明示する 

７．用語については，意味を理解して，分かりやすく用いる． 

８．問題を解決する方法を自分なりに考えて，そのことを書く． 

９．ノートやレジュメではないので，通常の部分は箇条書きなどではなく通常の文章で書く 

10．事例については時期を明示すること 

11．統計 data はなるべく最新の data を用いること 

(政府や地方公共団体などのホームページを利用すると良い．出典を明示すること) 

(改ざんではなく，課題レポートに相応しいように加工すると良い) 

（新聞記事でもよい．この場合は新聞記事を切り抜いて残しておくこと) 

12． 横書きなので数字はアラビア数字を用いたほうが見やすい(伊吹の好み) 

英数字は半角文字を用いたほうが見やすい(伊吹の好み) 

 


